
合志楓の森中
学校だより 

 

閏
年
の
二
月
も
明
後
日
ま
で
で
、
三
年
生
は
、
卒
業

式
ま
で
あ
と
八
日
。
一
・
二
年
生
も
、
本
年
度
の
授
業

日
が
あ
と
十
七
日
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
開
校
三
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
標
記
の
文

言
の
と
お
り
、
合
志
楓
の
森
中
学
校
の
校
訓
を
定
め

ま
し
た
。
そ
の
策
定
過
程
と
し
ま
し
て
は
、
令
和
四
年

度
の
第
二
回
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
委
員
の

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
ベ
ー
ス
に
、
本
校
の

教
職
員
及
び
市
教
育
長
は
じ
め
学
校
関
係
の
皆
様
か

ら
の
意
見
も
参
考
に
し
、
校
訓
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
度
の
第
一
回
学
校
運
営
協
議
会
に
お

い
て
、
委
員
の
皆
様
に
案
を
承
認
い
た
だ
き
、
本
校
の

校
訓
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
前
半
の
「
稚
心
を
去
り
」
は
、
幕
末
の
思
想

家
、
橋
本
左
内
の
「
啓
発
録
」
に
お
け
る
第
一
訓
「
稚

心
を
去
る
」
か
ら
の
引
用
で
す
。「
稚
心
」
と
は
、
子

ど
も
っ
ぽ
い
心
の
こ
と
で
あ
り
、
啓
発
録
で
は
何
よ

り
先
に
、
親
へ
の
依
存
心
や
子
ど
も
っ
ぽ
い
考
え
と

決
別
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
こ
の

考
え
は
、
開
校
以
来
の
学
校
教
育
目
標
と
し
た
「
夢
と

誇
り
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
主
体
的
に
行
動
で
き
る

生
徒
」
と
な
る
た
め
の
大
前
提
と
も
言
え
ま
す
。

ま
た
、
本
校
で
は
、
開
校
以
来
、
第
二
学
年
の
行
事

で
あ
る
「
立
志
式
」
に
お
い
て
、
こ
の
「
啓
発
録
」
を

端
緒
に
、
自
分
の
進
路
や
生
き
方
と
向
き
合
う
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
開
校
期
の
生
徒
た
ち
（
現

高
一
～
現
中
一
）
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
学
力
向
上
の

取
組
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
一
つ
の
柱
と
し
た
人
権

学
習
を
は
じ
め
、
様
々
な
教
育
活
動
の
場
面
で
、「
楓

の
誇
り
」
を
胸
に
大
活
躍
し
、
数
多
の
実
績
を
残
し
て

き
ま
し
た
。
黎
明
期
の
合
志
楓
の
森
中
学
校
の
輝
か

し
い
歴
史
・
伝
統
を
継
承
す
る
上
で
も
、
立
志
式
に
関

連
す
る
文
言
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
稚
心
を
去
る
」
は
、
小
中
一
体
型
校
舎

で
小
学
生
（
年
少
者
）
と
と
も
に
学
校
生
活
を
送
る
中

学
生
が
、
年
長
者
と
し
て
持
つ
べ
き
心
得
と
言
え
ま

す
。
ま
さ
し
く
新
設
校
設
立
に
当
た
っ
て
の
合
志
市

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
通
じ
る
も
の
で
す
。

後
半
の
「
己
を
啓
く
」
は
、
自
分
が
ま
だ
気
付
い
て

い
な
い
未
知
の
次
元
、
あ
る
い
は
ま
だ
到
達
し
て
い

な
い
よ
り
高
度
な
次
元
に
自
ら
を
導
く
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
自
分
と
そ
の
未
来
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
自
分
自
身
で
す
。「
己
を
啓
く
」
の
文

言
か
ら
、
生
徒
た
ち
に
夢
の
実
現
に
向
け
挑
戦
し
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
は
旧
菊
池
医
療
刑
務
支
所
の
跡
地
に

建
設
さ
れ
、
菊
池
恵
楓
園
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
啓
発
に
貢
献
す
べ
く
、
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
を
一
つ
の
柱
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
権
教
育
の

先
進
校
と
し
て
、
啓
発
の
「
啓
」
の
文
字
を
取
り
入

れ
、
「
ひ
ら
く
」
と
読
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
開
校
期
の
熊
本
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
進
展
の
真
っ

只
中
に
あ
り
ま
す
。
「S

o
c
i
e
t
y
 
5
.
0

」
と
呼
ば
れ
る

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
「
国
際
的
視
野
」
と
い
う
視
点
に
も
、「
己
を

啓
く
」
は
通
じ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
の
第
二
回
学
校
運
営
協
議
会
に
お

い
て
、
合
志
楓
の
森
小
学
校
の
校
訓
も
併
せ
て
策
定

さ
れ
ま
し
た
。「

」
で
す
。
ど
ち
ら
に
も
「
ひ
ら

く
」
と
い
う
読
み
の
語
句
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
小
中
の

関
連
性
・
連
続
性
が
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
受
け
て

一
月
末
に
、
熊
本
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
以

下
、
「
県
学
調
」
）
の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
学

校
に
は
、
教
育
活
動
の
成
果
を
説
明
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
が
、
過
度
に
競
争
を
煽
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
数
値
で
平
均
正
答
率
を
お
示

し
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
の
県
学
調
の
結
果
を

「
概
要
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ず
一
年
生
は
、
全
国
・
県
平
均
（
正
答
率
）
を
「
少

し
」
ま
た
は
「
か
な
り
」
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
集
団
の
経
年
比
較
で
も
、
標
準
ス
コ
ア
（
偏
差

値
）
で
、
国
語
が
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
（
以
下
「
Ｐ
」
）
、

数
学
（
算
数
）
が
１
・
１
Ｐ
伸
び
て
お
り
、
高
い
教
育

効
果
を
発
揮
で
き
た
も
の
と
評
価
で
き
ま
す
。
ま
だ

伸
び
代
が
あ
る
分
、
今
後
が
楽
し
み
な
学
年
で
す
。

次
に
二
年
生
は
、
全
国
・
県
平
均
を
「
非
常
に
大
き

く
」
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
標
準
ス
コ

ア
の
経
年
比
較
で
も
、
さ
ら
に
数
学
が
１
・
９
Ｐ
、
英

語
が
０
・
４
Ｐ
伸
ば
し
て
い
ま
す
（
国
語
は
、
昨
年
度

の
結
果
が
非
常
に
高
か
っ
た
た
め
、
若
干
下
が
っ
て

い
ま
す
が
、
数
学
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
コ
ア
で
す
）
。
二
年

生
は
、「
学
力
が
高
い
」
と
さ
れ
て
い
た
初
代
卒
業
生

（
現
高
一
）
の
結
果
を
も
は
る
か
に
超
え
る
、
極
め
て

良
好
な
結
果
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
「i

-
c
h
e
c
k

（
質
問
紙
調
査
）
」
の
結
果
か

ら
も
、
全
体
的
に
学
校
は
落
ち
着
い
て
お
り
、
各
学
級

の
支
持
的
風
土
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
推
察
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
年
生
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
全
体
的
に
四

月
よ
り
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
欠
席
者
が
と
て
も
少

な
く
、
何
事
に
も
意
欲
的
な
一
年
生
の
様
子
か
ら
は
、

意
外
な
結
果
だ
っ
た
の
で
、
中
学
生
と
し
て
の
自
覚

が
生
ま
れ
、
「
メ
タ
認
知
能
力
」
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
後
の
状
況
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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